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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第３区分
【発行日】平成21年8月13日(2009.8.13)

【公開番号】特開2008-224156(P2008-224156A)
【公開日】平成20年9月25日(2008.9.25)
【年通号数】公開・登録公報2008-038
【出願番号】特願2007-65271(P2007-65271)
【国際特許分類】
   Ｆ２５Ｂ   1/00     (2006.01)
   Ｆ２４Ｈ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２５Ｂ   1/00    ３５１Ｋ
   Ｆ２５Ｂ   1/00    ３０４Ｅ
   Ｆ２４Ｈ   1/00    ６１１Ｎ
   Ｆ２５Ｂ   1/00    １０１Ｚ
   Ｆ２５Ｂ   1/00    ３４１Ｃ
   Ｆ２５Ｂ   1/00    ３４１Ｓ
   Ｆ２５Ｂ   1/00    ３９６Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成21年6月29日(2009.6.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧縮機、冷媒－水熱交換器、減圧装置、蒸発器が順次接続された冷媒循環回路と、前記
冷媒－水熱交換器で加熱された温水を貯湯する温水タンクと、前記冷媒－水熱交換器と前
記温水タンクの間に水循環装置を備えたヒートポンプ式給湯装置において、
　前記冷媒循環回路の圧力が所定値以上の場合に前記圧縮機を停止させる圧力保護装置と
、
　前記圧力保護装置による前記圧縮機の運転停止が発生した場合に、前記減圧装置の絞り
開度を、予め定めた絞り開度より大きくして、前記圧縮機を再起動させる制御装置とを、
備えたことを特徴とするヒートポンプ式給湯装置。
【請求項２】
　前記制御装置は、前記圧力保護装置による前記圧縮機の運転停止が複数回発生した場合
に、前記減圧装置の絞り開度を、その発生回数に従って大きくして、前記圧縮機を再起動
させることを特徴とする請求項１記載のヒートポンプ式給湯装置。
【請求項３】
　圧縮機、冷媒－水熱交換器、減圧装置、蒸発器が順次接続された冷媒循環回路と、前記
冷媒－水熱交換器で加熱された温水を貯湯する温水タンクと、前記冷媒－水熱交換器と前
記温水タンクの間に水循環装置を備えたヒートポンプ式給湯装置において、
　前記冷媒循環回路の圧力が所定値以上の場合に前記圧縮機を停止させる圧力保護装置と
、
　前記圧力保護装置による前記圧縮機の運転停止が発生した場合に、前記冷媒－水熱交換
器を出る温水の沸上げ温度の目標値を、予め定めた目標値より低く設定して、前記圧縮機
を再起動させる制御装置とを、
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備えたことを特徴とするヒートポンプ式給湯装置。
【請求項４】
　前記制御装置は、前記圧力保護装置による前記圧縮機の運転停止が複数回発生した場合
に、前記冷媒－水熱交換器を出る温水の沸上げ温度の目標値を、その発生回数に従って低
く設定して、前記圧縮機を再起動させることを特徴とする請求項３記載のヒートポンプ式
給湯装置。
【請求項５】
　圧縮機、冷媒－水熱交換器、減圧装置、蒸発器が順次接続された冷媒循環回路と、前記
冷媒－水熱交換器で加熱された温水を貯湯する温水タンクと、前記冷媒－水熱交換器と前
記温水タンクの間に水循環装置を備えたヒートポンプ式給湯装置において、
　前記冷媒循環回路の圧力が所定値以上の場合に前記圧縮機を停止させる圧力保護装置と
、
　前記圧力保護装置による前記圧縮機の運転停止が発生した場合に、前記減圧装置の絞り
開度を、通常値として予め定めた絞り開度より大きくするとともに、前記冷媒－水熱交換
器を出る温水の沸上げ温度の目標値を、予め定めた目標値より低く設定して、前記圧縮機
を再起動させる制御装置とを、
備えたことを特徴とするヒートポンプ式給湯装置。
【請求項６】
　圧縮機、冷媒－水熱交換器、第１減圧装置、蒸発器、高圧冷媒－低圧冷媒熱交換器の低
圧側流路が順次接続された主回路と、前記冷媒－水熱交換器と前記第１減圧装置との間か
ら分岐し、前記高圧冷媒－低圧冷媒熱交換器の高圧側流路および第２減圧装置を通って、
前記蒸発器に至るバイパス回路とを有した冷媒循環回路と、前記冷媒－水熱交換器で加熱
された温水を貯湯する温水タンクと、前記冷媒－水熱交換器と前記温水タンクの間に水循
環装置を備えたヒートポンプ式給湯装置において、
　前記冷媒循環回路の圧力が所定値以上の場合に前記圧縮機を停止させる圧力保護装置と
、
　前記圧力保護装置による前記圧縮機の運転停止が発生した場合に、前記第２減圧装置の
絞り開度を、予め定めた絞り開度より大きくして前記圧縮機を再起動させる制御装置とを
、
備えたことを特徴とするヒートポンプ式給湯装置。
【請求項７】
　前記制御装置は、前記圧力保護装置による前記圧縮機の運転停止が複数回発生した場合
に、前記第２減圧装置の絞り開度を、その発生回数に従って大きくして、前記圧縮機を再
起動させることを特徴とする請求項６記載のヒートポンプ式給湯装置。
【請求項８】
　冷媒が二酸化炭素であることを特徴とする請求項１～７のいずれかに記載のヒートポン
プ式給湯装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　この発明に係るヒートポンプ式給湯装置は、圧縮機、冷媒－水熱交換器、減圧装置、蒸
発器が順次接続された冷媒循環回路と、前記冷媒－水熱交換器で加熱された温水を貯湯す
る温水タンクと、前記冷媒－水熱交換器と前記温水タンクの間に水循環装置を備えたヒー
トポンプ式給湯装置において、前記冷媒回路の圧力が所定値以上の場合に前記圧縮機を停
止させる圧力保護装置と、前記圧力保護装置による前記圧縮機の運転停止が発生した場合
に、前記減圧装置の絞り開度を、予め定めた絞り開度より大きくして、前記圧縮機を再起
動させる制御装置とを、備えたものである。
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　なお、前記制御装置は、前記圧力保護装置による前記圧縮機の運転停止が複数回発生し
た場合に、前記減圧装置の絞り開度を、その発生回数に従って大きくして、前記圧縮機を
再起動させることが好ましい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、この発明に係るヒートポンプ式給湯装置は、圧縮機、冷媒－水熱交換器、減圧装
置、蒸発器が順次接続された冷媒循環回路と、前記冷媒－水熱交換器で加熱された温水を
貯湯する温水タンクと、前記冷媒－水熱交換器と前記温水タンクの間に水循環装置を備え
たヒートポンプ式給湯装置において、前記冷媒回路の圧力が所定値以上の場合に前記圧縮
機を停止させる圧力保護装置と、前記圧力保護装置による前記圧縮機の運転停止が発生し
た場合に、前記冷媒－水熱交換器を出る温水の沸上げ温度の目標値を、予め定めた目標値
より低く設定して、前記圧縮機を再起動させる制御装置とを、備えたものである。
　なお、前記制御装置は、前記圧力保護装置による前記圧縮機の運転停止が複数回発生し
た場合に、前記冷媒－水熱交換器を出る温水の沸上げ温度の目標値を、その発生回数に従
って低く設定して、前記圧縮機を再起動させることが好ましい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　この発明のヒートポンプ式給湯装置は、冷媒循環量の減少、外部環境要因、ユーザーの
使用状態等に起因して発生しうる圧力保護装置による圧縮機の運転停止に対し、減圧装置
の絞り開度を、予め定めた絞り開度より大きくして、圧縮機を再起動させる制御装置が作
用する。これによって、冷媒循環回路内の圧力の上昇が抑制され、圧縮機摺動部の信頼性
が向上するという効果を有する。また、頻繁な圧力保護停止を抑制でき、安定した能力が
発揮できるという効果を有する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、この発明のヒートポンプ式給湯装置は、冷媒循環量の減少、外部環境要因、ユー
ザーの使用状態等に起因して発生しうる圧力保護装置による圧縮機の運転停止に対し、冷
媒－水熱交換器を出る温水の沸上げ温度の目標値を、予め定めた目標値より低く設定して
、圧縮機を再起動させる制御装置が作用する。これによって、冷媒循環回路内の圧力の上
昇が抑制され、圧縮機摺動部の信頼性が向上するという効果を有する。また、頻繁な圧力
保護停止を抑制でき、安定した能力が発揮できるという効果を有する。
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